
胆振海岸直轄化３０周年を記念して、
講演会を開催しました。 治水課・苫小牧河川事務所

北海道開発局では、昭和６３年度から胆振海岸の直轄海岸保全施設整備事業に着手し、
今年度で30周年を迎えました。また、2020年4月には白老町に「民族共生象徴空間」が一
般公開されることから、海岸保全の取組とその効果、胆振海岸とアイヌ文化の関わりにつ
いて理解を深めていただくための講演会を1月27日に白老町で開催しました。
胆振海岸では、越波被害の軽減や海岸浸食の抑制を図る事業を進めています。詳しく
はこちらへ！→https://www.hkd.mlit.go.jp/mr/tisui/tn6s9g0000002vta.html

国土交通本省の齋藤博之海岸室長から「我
が国における海岸浸食対策」について講演

苫小牧駒澤大学の岡田路明教授から「胆振海
岸とアイヌ文化の関わり」について講演


